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魅
力
あ
ふ
れ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

昭
和
6
1年
度
予
算

案
ま

と

ま

る

昭
和
6
1
年
度
の
区
の
予
算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
1

千
2
7
8
億
9
千
旧
万
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
匐
億
8
干
9
6
2
万
円
、

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
旧
億
3
干
7
4
9
万
円
で
、
今
年
度
に
比
べ
て
、

各
々
1
・
3
%
、
4
・
O
%
、
1
4
・
2
%
の
伸
び
率
に
な
っ
て
い
ま

す
。
区
で
は
、
従
来
か
ら
「
調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
住
み
よ
い
足

立
」
の
実
現
に
向
け
て
、
生
活
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
て
橡
々

な
施
策
を
行
。て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
引
き
続
き
、
住
み
よ
い

足
立
づ
く
り
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
行
財
政
の
体
質
を

強
化
し
な
が
ら
、よ
り
一
層
活
力
あ
る
区
政
の
実
現
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、予
算
の
編
成
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
6
1年

度
の
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
予
算
案
は
、
3

月
の
区
議
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

絵

で

見

る
6
1

年

度

主

な

予

算

舎人新線( 新しい交通システム) の導入
促進 白旗塚史跡公園 建 設

区営ゲート ボール場建設
( 仮称) 検査センターの建設

ブ ロッ ク セン タ ー 建設

郷土博物館の開設

公共下水道の整備

デ イ ・ ホ ー ム サ ー ビ ス 、

福 祉 ボラ ン ティ ア基 金 中小企業融資事業の拡大 五 反 野 親 水 緑 道 の 整 備

生
活
基
盤
の
整
備

区
で
は
。
下
徼
心
の
整
㈲
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
区
内
の
ほ
及

命
は
、
昭
和
5
9
年
度
末
現
在
匍
%

で
す
が
、
6
1
印
度
は
、
池
木
北
町

は
か
2
3
力
听
。
延
べ
5
3
・
I
ひ
の

卜
水
道
枝
線
工
事
を
行
い
、
曹
及

命
5
0
%
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
西
部
地
域
の
交
通
過

哩
を
解
消
す
る
た
め
、
舎
人
斬
線
(

新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
導
(

を
推
進
す
る
尽
礎
調
査
費
を
計

上
し
、
あ
わ
せ
て
建
設
資
金
を
沾

心
立
て
ま
す
。

そ
の
他
、
五
反
野
親
水
緑
透
略

備
、
a
西
田
水
の
親
水
計
剛
化
を

は
じ
め
と
す
る
刈
川
水
路
の
變

‥

刈
用
計
圃
の
策
定
、
関
原
2
・
3
r

凵
地
区
を
対
象
と
し
て
防
災
生

沾
幽
モ
デ
ル
事
業
な
ど
も
行
い
ま

す
、

活
力
と
ふ
れ
あ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

中
小
企
業
の
資
金
難
を
緩
和
し

振
興
を
図
る
た
め
、
融
資
駟
業
の

拡
大
を
行
う
ほ
か
、
商
店
両
環
境

整
㈲
甲
笑
の
拡
允
を
図
り
ま
す

。

ま
た
、
か
つ
て
区
民
に
覡
し
ま

れ
て
い
た
眤
川
昵
の

。卜
色
械
を
復

元
す
る
た
め
、
桜
並
木
を
整
備
す

る
調
氏
費
を
計
上
し
ま
し
た

。

福祉
と
健
康の
充
実

と
齢
人
口
か
増
加
す
る
高
齢
化

社
会
を
迎
え
て
、
き
人
垢
祉
に
対

す
る
要
甲
か
蚊
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
総
乙
‥
的
な
柚
m
S

柔
を
行
う
た
め
、
擂
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
開
拓
・
育
成
等
を
目
的
と

し
て

、
垈
金
を
設
門
し
ま
す

。

さ
ら
に
、
在
宅
H
i
弱
差
人
に
通

所
で
サ
ー
ビ
ス
岑
扱
假
す
る
テ
ィ

ー
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、ご

家
族
の
身
体
的
・
精
神
的
労
苦
を

軽
減
し
ま
す
。ま
た
、加
平
　
F

日
き
人
館
(
児
童
館
)
、心
身
障
害

柚
祉
セ
ン
タ
ー
丙
井
分
室
(
い
ず

れ
も
仮
称
)
を
建
設
し
ま
す
。

衛
生
関
係
で
は
、中
央
彖
町
保

健
相
談
所
の
改
築
と
(
奴
隻
検

査
セ
ン
ター
が
川
川
に
開
設
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
屎
建
断
よ
に
z

要
な
臨
床
検
査
を
は
じ

め
と
し
て
、
食
品
、
水

叭
、
公
害
、
人
気
な
ど

の
試
験
・
検
た
を
卜
う

こ
と
か
で
き
ま
す
。

災
害
に

つ
よ
い

ま
ち
づ
く
り

災
害
時
に
、
。
卜
に
の

皆
さ
ん
に
、
卍
し
い
情

報
を
心
辿
に
捉
匿
す
る

た
め
、
防
災
無
糾
を
ぷ

置
し
て
い
ま
す
。
6
1
-

6
2年
度
で
、
無
線
の
麗

い
防
止
、
電
岐
ジ
ャ
ッ

ク
籌
に
り
心
す
る
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
図

り
ま
す

叫
町
I
r

凵
に
は
、

災
害
備
蓄
倉
匝
を
建
設
し
、
災
害

に
そ
な
え
ま
す
。

教
育
の

充
実

□
学
校
教
育

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
対
心

す
る
た
め
、パ
ソ
コ
ン
を
全
て
の

中
学
咬
と
敦
育
セ
ン
タ
ー
に
導
入

し
ま
す
、ま
た
、渕
汀
中
学
咬
の

人
脱
り
、学
繊
を
解
消
す
る
た
め
に
　

、阪
黔
こ
(
川
巾
学
校
を
鯉
設
し

ま
す

。

さ
ら
に
姉
妹
都
巾
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ベ
ル
モ
ン
ト
巾
に
中
学
生

を
。爪
遣
し
、
帽
仔
理
解
、
友
好
視

エ‥
を
深
め
ま
す
。

□
社
会
教
育

配
の
七
化
則
指
定
を
受
け
て
い

る
東
…
f叫
町
白
椒
峨
占
椚
を
N
a

し
、
川
辺
を
整
陥
し
て
史
跡
公
園

に
し
ま
す
。
6
0年
度
か
ら
建
設
し

て
い
た
甎
1
　凹
物
館
も
、
展
示
　
L

小
を
行
い
日
月
に
開
川
し
ま
す
。

よ
た
、
ド
内
で
仞
め
て
の
ト
ロ
‥

ヶ
I
ト
ホ
ー
ル
煬
を
今
町
2
　
j
囗

に
昭
利
6
2り
I
H

開
設
の
　
r
定
で

建
設
し
ま
す
。

ブ
ロ

ッ
ク
セ

ン
タ

ー

区
で
は
、
区
内
の
1
3プ
ロ
ッ
ク

に
I
館
の
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
保
塚

セ
ン
タ
ー
が
開
館
し

、
今
年
6
川

に
は
、
江
北
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
す
。
6
1年
度
で
は
、

火
の
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
開
始
し

ま
す
。

∵
鬨
恥
セ
ン
ター
-
關
野
I
L
囗

1
1
6
0
ほ
か
ゝ
∵
西
伊
興
セ

ン
タ
ー
{
西
伊
闕
町
肺
∵
鹿

浜
セ
ン
ター
眤
浜
6
　
J
冂
8
}

い
ず
れ
も
、
6
2
年
川
u
開
設
-
予
定

∵
婦
人
余
館
・
仇
川
セ
ン
ター
　

卮
川
7
r
川
3
3
-
7
ド
ー
6
3
鄒

1
月
川
設
f
定

※
叭
作
は
い
ず
れ
も
仮
作
で
す
。

区
民
サ
ー
ビ
ス
の

向

上

1
川
7
凵
か
ら
、
巾
火
ぶ
町
6

ヤ
‥と
ド
民
澎
務
團
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
結
ぶ
、
H
尺
吶
報
心
T
オ
ン

'ソ
ず
ン
シ
ス
テ
ム
か
隙
醐
し
ま

す
。

ま
た
、
5
川
I
囗
か
ら
は
、
H

尺
の
川
る
楠
利
を
ぽ
の
し
、
目
尺

琴
川
に
よ
る
聞
か
れ
た
区
政
を

扣
赴
J
る
吶
夘
八
川
制
度
を
実

憮
し
ま
す
。

Λ
予
算
課
卜

昭和61年度足立区予算( 案) 概要

一般会計の財源別・目的別内訳

区
民
の
皆
さ
ん
へ

町
年
実
施
さ
れ
た
国
努
調

肖
に
か
か
わ
る
当
区
職
0
の

不
祥
事
に
つ
き
ま
し
て
、
区

民
の
皆
様
の
信
頼
を
袤
切

り
、
ま
た
、
国
勢
調
査
に
従

申
さ
れ
た
関
係
者
の
皆
様
に

哂
人
な
る
ご
迷
心
と
ご
心
配

を
お
か
け
い
た
し
、
申
し
訳

な
く
深
く
お
わ
び
い
た
し
ま

す
。関

係
職
り
か
ら
事
実
関
係

に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た

結
梁
、
全
休
の
本
仕
乙
と
し

て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が

判
明
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の

た
め
、
事
件
の
関
与
者
お
よ

び
私
を
含
め
て
監
何
占
任
者

で
あ
る
幹
部
職
a
の
処
分
を

し
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
区
民
の
信
頼
を

取
り
戻
す
べ
く
、
万
全
を
期

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

足
立
区
長

古
性

直

昭和61年 度の主な事業 一一‥ - 封印はi l l ' t 14
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実
習
所
祭

梅
島
生
活
実
習
所
は
、
心
身
に

障
害
を
持
つ
人
た
ち
が
、
作
業
を

通
し
て
生
活
の
充
実
と
社
会
的
自

立
を
は
か
る
た
め
の
、
成
人
通
所

施
設
で
す
。

実
習
所
で
は
、
毎
年
、
日
頃
の

成
果
を
発
表
し
、
地
域
の
方
々
と

の
交
流
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、

実
習
所
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

「
地
域
の
な

か
で
I
私
た
ち
の
で
き
る
こ
と

」

と
し

、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
の
煬
を
多
く
用
意
し
ま
し

た

。
多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
お

待
ち
じ
て
い
ま
す

。

日
時
▽
2
月
2
2
日
(
土
)
、午
唆
　

1
時
～
　
　
3
時

▽
2
月
2
3
日
目
)
、午
前
1
0
時
　

I
午
後
3
時

場
所
梅
島
生
活
実
習
所
(
西
新
　

井
駅
東
口
下
車
、徒
歩
3
分
)

内
容
▽
2
2
日
　
:
展
示
、喫
茶
、

催
し
も
の
な
ど

▽
2
3日
・・・
実
習
所
紹
介
コ
ー
ナ

ー
、
催
し
も
の
、
食
事
、
喫
茶

展
示
・
即
売
、
保
護
者
の
バ
ザ

ー
、
催
し
も
の
、
食
事
、
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
合
せ
先

梅
島
生
活
実
習
所

翻
1
3
7
9

製
作
に
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
!

弥
生
祭

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

社
会
参
加
・
社
会
復
帰
を
め
ざ
し

て
通
所
訓
練
に
励
ん
で
い
る
通
所

者
(
児
)
の
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
呀
て
、
第
6
回
「
弥

生
祭
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
表
し

、

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
よ

う
と
思
い
ま
す

。
皆
さ
ん
の
ご
来

所
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
2
月
2
6
日
(
水
)
I
3
月
　

2
日
(
日
)
、午
前
9
時
I
午
後
　

5
時

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

内
容
▽
2
月
2
6
日
～
　
　
3
月
2
日

…
展
示

“

▽
3
月
1
日
…
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
一

奏
、
福
祉
講
座

▽
3
月
2
日
…
▼
成
人
部
劇
、竹
　

の
塚
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
タ
ー
ズ
演
　

奏
、
手
品
、人
形
劇
と
パ
ネ
ル

。

シ
ア
タ
ー
、お
た
ま
じ
ゃ
く
し

。

コ
ン
サ
ー
ト
▼
軽
食
コ
ー
ナ
　

ー
▼
即
売
コ
ー
ナ
ー
(
手
工
　

芸
品
、七
宝
焼
、陶
芸
な
ど
)

問
合
せ
先

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
　

タ
ー
　
8
8
3
6
1
7
1

今
年
も
劇
を
や
り
ま
す
!

地域 の な か で

――私たちの
で きること

みなさんで
いらして
くださいネ!

この街 から
愛 が生まれる

WE　ARE　THE　TAKENOTSUKA

福

祉

講

座

日
時
3
月
1
日
(
土
)
、
午
後
2
　

時
～
　
　
5
時
3
0
分

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
4
階
大

ホ
ー
ル

内
容
▽
第
1
部
Λ
講
演
会
▽
講
　

師
:
本
聞
一
夫
氏
(
日
本
点
字
　

図
書
館
長
、
「指
と
耳
で
読
む
」　

の
著
者
)
演
題
・
・
・
光
を
も
と
め
　

て
(
手
話
通
訳
付
)
▽
第
2
部
　

Λ
映
画
▽
「典
子
は
今
」(
昭
和
　

5
6
年
作
品
、字
幕
ス
ー
パ
ー
付
)

定
員
3
0
0
名

費
用

無
料

問
合
せ
先

心
身
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
　

勦
6
1
7
1

心
身障
害
福祉
セン
タ
ー・
分
室

通
所
訓
練
者
(
児
)
暮
集

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
分
室
で
は
、4
J
か
ら
の

訓
練
者
(
児
)
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

<
幼
児
部
通
所
訓
練
>

2
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
障
害

児
に
基
本
的
生
活
習
慣
や
集
団

へ
の
適
応
性
を
養
う
た
め
の
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

対
象

知
恵
遅
れ
の
程
度
が
お

お
む
ね
中
・
軽
度
で
通
所
が

可
能
な
区
内
在
住
の
幼
児

募
集
人
員
1
0
名
程
度

訓
練
時
間
週
5
日
(
年
齢
に
　

よ
り
異
な
り
ま
す
)
、午
前
1
0
　

時
～
　
　
午
後
2
時

<
成
人
部
通
所
訓
練
>

1
5
歳
以
上
の
肢
体
不
自
由
者

を
対
象
に
、創
作
活
動
な
ど
を

通
し
て
障
害
者
相
互
の
連
携
を

深
め
、社
会
性
・
自
立
性
の
向

上
膏
は
か
り
ま
す
(
期
間
・
:
1

年
)
。

対
象

区
内
在
庄
の
1
5歳
以
上

の
肢
体
不
自
由
者
で
、
障
害

の
程
度
か
お
お
む
ね
中
・
軽

度
の
方

募
集
人
員

若
干
名

訓
練
時
間
週
2
回
、午
前
1
0
　

時
～
　
　
午
後
2
時

<
身
体
機
能
通
所
訓
練
>

脳
血
管
障
害
等
で
、機
能
訓

縋
に
よ
り
心
身
と
も
に
改
善
が

期
待
で
き
る
障
害
考
に
対
し
、

障
害
を
理
解
し
生
活
意
欲
を
拡

大
す
る
た
め
の
指
導
を
し
て
い

ま
す
(
關
問
・
:
6
ヵ
月
)
。

対
象

区
内
在
住
の
身
体
障
害

者
で
、
セ
ン
タ
ー
の
医
師
な

ど
が
訓
練
の
必
要
を
認
め
た

方
募
集
人
貫
1
5
名

訓
練
時
間

週
2
回
、
午
前
1
0

時
I
午
後
2
時

江

北

分

室

<
職
業
前
訓
練
>

手
工
芸
な
ど
簡
易
作
業
を
通

し
て
、
作
業
へ
の
適
に
性
や
耐

久
性
を
高
め
、
職
業
に
つ
く
た

め
の
訓
練
を
指
導
し
て
い
ま
す

(
期
問
・
:
1
年
)
。

対
象

原
則
と
し
て
6
0歳
以
下

で
自
分
で
分
室
ま
で
通
え
る

区
内
在
住
の
身
体
障
害
者

募
集
人
員
1
0
名

訓
練
時
間
週
2
回
、午
前
1
0
　

時
～
　
　
午
後
3
時

東
六
月
町
分
室

<
技
能
訓
練
>

作
業
能
力
の
開
発
を
は
か

り
、作
業
活
動
を
と
お
し
て
、

社
会
復
帰
・
社
会
参
加
の
促
進

を
は
か
り
ま
す
(
期
間
・
:
1

年
)
。

対
象

自
分
で
分
室
ま
で
通
え

る
区
内
在
住
の
身
体
障
害
者

募
集
人
員
5

名

訓
練
時
間

週
2
回
、
午
前
1
0
　

時
3
0分
I
午
後
2
時
3
0分
A

選
考
方
法
V
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
医
師
な
ど
の
判

定
に
よ
り
選
考

A
申
込
・
問
合
せ
先
V
い
ず
れ

も
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

8
8
3
6
1
7
1

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の

老
人
医
療
費

老人 の
方 へ

老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
に
、
健
康
と
老
人
医
療

費
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
昭
和
6
0年
9

月
に
受
診
さ
れ
た
「
医
療
費
の

額
」を
参
考
ま
で
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

2
月
下
旬
に
送
付
h
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
医
療
費
の
額
が
2

千
5
0
0円
以
下
の
と
き
は
、
こ
の

お
知
ら
せ
か
ら
除
外
し
て
い
ま

す
、

問
合
せ
先

老
人
医
療
係

ご
利
用
に
な
り
ま
し
た
か

マ
ッ
サ
ー
ジ
券
(
敬
老
の
日
記
念
)

「
敬
老
の
日
」
の
記
念
品
と

い
方
は
、
期
限
が
3
月
3
1日
ま

し
て
、7
7歳
と
8
8歳
の
方
に
マ

で
で
す
の
で

、
期
限
内
に
ご
使

ッ
サ
ー
ジ
芬
を
お
贈
り
し
ま
し

用
く
だ
さ
い
。

た
が
、
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
A

障
害
福
祉
係
V

4
月
1
日
か
ら
創
設
さ
れ
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
は
、
年

'
金
法
の
改
正
に
と
も
な
っ
て
、
昭

和
6
1年
4
月
1
日
か
ら
、
全
面
的

に
改
正
さ
れ
ま
す
。

現
行
の
制
度
は
。
昭
和
6
1年
3
　

月
3
1日
で
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

□
特
別
障
害
者
手
当

対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
2
0歳
以
上
の
次

の
方

▽
咀
度
の
精
神
障
害
、
ま
た
は

直
哉
の
精
神
障
舌
と
肢
体
不
自

由
が
重
複
し
、
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
方

▽
重
度
の
肢
体
不
自
由
で
、
日

常
生
活
に
お
い
て
全
面
的
に
介

護
を
必
要
と
す
る
方

所
得
制
限

あ
り

手
当
額

月
額
2
万
円

※
施
設
収
容
名
ま
た
は
。
柯
院
、

診
療
所
に
3
ヵ

月
以
上
入
院
さ
れ

て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

ま
た
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
も
、
今
回
の
改
正
で
対
象

と
な
る
方
が
あ
り
ま
す
の
で
。
障

害
福
祉
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
障
害
児
福
祉
手
当

こ
の
手
当
は
、
現
在
福
祉
手

当
(
国
制
度
)
受
給
者
で
2
0
歳
未

満
の
方
は
自
動
的
に
変
わ
り
ま

す
。
申
謂
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
2
0
歳
未
満
の
次
の
方
　

▽
身
体
障
害
者
手
帳
I
級
、
2
　

級
の
一
部

▽
愛
の
手
帳
1
度
、
2
度
の
I
　

部
所
得
制
限

あ
り

手
当
額

一月
額
1
万
1

千
2
5
0
円

寮
施
設
収
容
者
ま
た
は
、
各
種
障

害
年
金
受
給
者
は
除
き
ま
す
。
A

申
込
方
法
V

と
も
に
、
次
の
も

の
を
持
参
し
て
直
接
窓
口
へ

▽
身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
愛
　

の
手
帳
▽
障
害
者
本
人
名
義
　

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
　

▽
印
か
ん
▽
年
金
証
書
(
特
　

別
障
害
者
手
当
申
請
者
)
▽
診
　

断
書
(
所
定
の
様
式
)

申
込
・
問
合
せ
先

障
害
福
祉
係

心
身

障害者
難病患者

の 方へ

各種
福祉手当
などの
ご案内

別表①

別表②



昭 和61 年2 月20 日あ だ ち 広 報第715 号( 3)

税

金

変わります

前納
報奨金制度

昭
和
6
1年
度
か
ら
区
・
都
民
税

の
前
納
報
奨
金
制
度
が
つ
ぎ
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。

①
第
一
期
分
の
納
期
限
(
6
月
3
0

日
)
ま
で
に
、
年
税
額
全
額
を

全
期
前
納
用
の
納
付
書
(
1
枚
目

に
つ
き
ま
す
)
を
使
用
し
て
、
一

度
に
納
め
た
場
合
だ
け
に
報
奨
金

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。②

報
奨
金
の
交
付
は
、
全
額
納

付
の
際
、
第
四
期
分
税
額
の
陥
を

差
し
引
く
こ
と
に
よ
り
行
い
ま

す
。③

報
奨
金
の
取
り
扱
い
は
、
区

役
所
、
各
金
融
機
関
の
ほ
か
、
都

内
の
郵
便
局
で
も
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

※
年
税
額
が
。
均
等
割
額
(
3
千

頷
丿
2
0
0

円
)
以
下
の
場
合
は
、
従
来
ど

お
り
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

く
ゎ
し
く
は
、
課
税
課
庶
務
係

へ
。

住民税の申告は

3 月15 日
までです

区
・
都
民
税
(
住
民
税
)
は
、

皆
さ
ん
か
ら
申
告
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
基
づ
き
、
区
が
税
額
を

計
算
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
税

額
を
納
税
者
に
通
知
し
て
、
納
碗

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

正
し
い
申
告
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
適
正
な
課
税
が

な
さ
れ
ま
す
。

【
申
告
書
を
郵
送
し
ま
し
た
】
　

前
年
税
務
署
へ
確
定
申
告
を
し

た
方
と
足
立
区
で
特
別
徴
収
さ
れ

た
方
を
除
き
、
昭
和
6
0年
に
足
立

区
で
課
税
実
績
の
あ
っ
た
方
、
新

た
に
足
立
区
へ
転
入
さ
れ
た
方
な

ど
に
申
告
肖
を
郵
送
し
ま
し
た
。

な
お
、
昭
和
6
0年
中
に
所
樽
の

あ
っ
た
方
で
申
告
書
が
届
か
な
か

っ
た
方
は
、
課
税
課
ま
で
ご
沛
絡

く
だ
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。
ま
た

出
張
所
に
も
お
い
て
あ
り
ま
す
。

【
出
張
受
付
を
行
い
ま
す
】

皆
さ
ん
の
申
告
に
便
利
な
よ
う

に
、
課
税
課
職
貝
が
出
張
受
付
を

行
い
ま
す
。

出
張
日
程
は
、
申
告
濳
の
與
面

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
郵
送
さ

れ
る
方
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
告
の
最
終
日
・
3
月
1
5日
は

土
曜
日
の
た
め
受
付
は
正
午
ま
で

と
な
り
ま
す
。
各
窓
口
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
。
お
早
め
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
第
一
課
税
係

ま
た
は
第
二
庁
舎
第
二
課
税
係

(
　
8
8
9
6
1
6
1

納期が
変わります

軽自動車税

昭
和
6
1年
度
か
ら
軽
自
動
印
税

の
納
期
が
「
5
月
H
日
か
ら
3
1日

ま
で
」
に
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、

今
年
は
5
月
1
1日
が
休
日
と
な
る

た
め
、
5
月
1
2日
か
ら
3
1日
と
な

り
ま
す
。
税
金
の
賦
課
期
日
(
バ

イ
ク
、
軽
自
動
4
1の
所
有
状
況
の

基
準
日
)
は
、
従
来
ど
お
り
4
月
1

囗
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
ま
た
は

第
二
庁
舎
(
　

翻
6
1
6
1
)

の

課
税
課
軽
自
動
車
税
担
当
へ
。

国
民
年金

所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

国
民
年

金
保

険
料

昭
和
6
0年
1
月
か
ら
1
2
月
ま
で

に
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
所

得
か
ら
さ
し
引
か
れ
、
課
税
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
な
ど
ご
主
人
の
年
末
調
整

で
、
す
で
に
申
告
済
み
の
人
は
確

笵
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課

国
民
年
金
に
加
入
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
へ

新
し
い
国
民
年
金
制
度
で
は
、

厚
生
年
金
、
船
員
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
の
配
偶
者
(
健
康
保
険

の
陂
扶
養
者
)
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。

現
在
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

て

、
ま
だ
国
民
年
金
任
意
加
入
現

況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、

至
急
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
国
民
年
金
に
米
加
入
の
方

は
、4

月
以
降
に
国
民
年
金
に
加

入
等
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す

。
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
等

の
共
併
紕
合
に
加
入
し
て
い
る
方

の
配
偶
考
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先

か
ら
S
出
用
紙
を
渡
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
適
用
係

国
民
年
金
相
談

足
立
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
専

門
官
が
来
所
し
、
質
問
、
相
談
等

を
お
そ
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
3

月
5
日
余
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
3
0分

場
所

区
役
所
2
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
適
用
係

散歩みち ( 足立の民話を訪ねて)

名
主
・
新
八
と
蛇
橋
の
お
話

桑
袋
小
学
校
の
斑
鬪
を
流
れ
る

縵
瀬
川
に
、
悲
し
い
誂
い
伝
え
の

あ
る
。蛇
尹

が
か
か
っ
て
い
ま

す
。綾

瀬
川
は
、
南
へ
向
け
て
、
小

菅
方
面
に
流
れ
て
い
ま
す
。
昔
、

こ
の
小
菅
、
今
の
小
菅
刑
務
所
の

あ
る
あ
た
り
に
;
小
菅
御
殿
‘
と

呼
ば
れ
た
将
軍
家
の
屋
敷
が
あ
り

ま
し
た
。

大
雨
が
降
っ
て
、
小
膏
御
殿
が

水
浸
し
に
な
っ
て
は
お
そ
れ
お
お

い
と
、
綾
瀬
川
の
流
れ
を
占
利
根

川
(
中
川
)
に
流
す
よ
う
、
蛇
哈

の
南
側
に
堤
防
を
築
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
夏
の
こ
と
、

大
雨
が
降
り
続
き
、
上
流
の
埼
玉

・
大
曽
根
以
北
の
村
々
が
濁
流
に

呑
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
た
、
大
曽
根
村
の
名

主
・
新
八
と
い
う
人
が
、
村
民
の

危
険
を
救
う
た
め
、
こ
の
堤
防
を

破
壊
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
'こ
の
く
わ
だ
て
は
、

事
前
に
察
知
さ
れ
、
下
流
村
民
の

嬰
9
を
受
け
て
、
堤
防
の
上
で
殺

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

幕
府
も
こ
の
く
わ
だ
て
を
聞

き
、
家
が
断
絶
と
い
う
齔
い
罪
に

処
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
八
の
母
親
は
、
思
子
は
殺
さ

れ
、
家
は
断
絶
と
い
う
悲
し
い
め

に
あ
っ
て
生
き
た
心
地
が
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
地
を
去
る
に
際
し
て
、

。

目
で
も
息
子
の
最
後
の
場
所
を
見

て
お
こ
う
と
。
堤
防
の
上
に
な
っ

て
涙
に
く
れ
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
急
に
『
新
八
や
蛇
に

な
れ
』
と
叫
び
だ
し
、
遂
に
は
、

濁
流
の
中
に
身
を
投
じ
て
死
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
人
か
こ
の
場
所
を

通
ろ
う
と
す
る
と
、
横
た
わ
っ
た

大
木
が
急
に
蛇
に
変
わ
り
、
動
き

出
す
の
を
み
ま
し
た
。
村
人
は
、

こ
れ
は
新
八
母
子
の
せ
い
だ
と
、

驚
き
恐
れ
、
2
つ
の
石
碑
を
た
て

て
叺
貧
し
ま
し
た
。

以
後
、
こ
の
地
に
か
け
ら
れ
た

橋
を
、い
つ
と
は
な
し
に
。蛇
芦

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

※
こ
の
お
話
し
は
、
江
戸
時
代
・

寛
永
年
間
(
1
6
2
4～
1
6
4

3
年
)
以
降
の
語
り
伝
え
で
す
。
A

中
火
図
潜
館
郷
土
資
料
室
糾

ぶ
る
さ
と
足
立
9
四
十
三
の
語

り
伝
え
V
よ
り
抜
枠

卜
蛇
橋
(
花
畑
8
-
3
)

竹
の
塚
駅
東
口
か
ら
東
武

バ
ス
花
畑
桑
袋
団
地
行
保
育
所
前
下
車
徒
歩
5
分

健康 ガ イド 足立保健所　855- 4151江北保釁相談所　896- 4004
干住保健所f 1888- 4277 東和保健相談所　606 ・4171　　

中央本町保健相談所　880- 1165

消

費

生

活

生
活
用
品
交
換

情
報
コ
ー
ナ
ー

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在

使
わ
れ
て
い
な
い
生
活
用
品
を
、

。譲
り
た
い
≒

震
っ
て
欲
し
い

と
い
う
方
の
交
換
情
報
を
提
叺
し

て
い
ま
す
。

申
込
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
者

確
認
事
項

品
名
、
メ
ー
カ
ー
名

・
型
式
・
特
徴
、
使
用
(
購
入

年
月
日
)
年
数
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
り

登
録
期
間

圖
日
問
(
登
録
カ
ー

ド
は
火
曜
日
を
除
く
毎
日
、
午

前
1
0時
I
午
後
6
時
ま
で

、
内

新
井
区
民
ホ
ー
ル
内
に
掲
示
)

交
換
方
法

価
格
・
引
渡
方
法
は

直
接
交
渉
で
決
め
て
く
だ
さ
い

結
果
報
告

交
換
成
立
、
登
録
不

要
と
な
っ
た
時
は
、
セ
ン
タ
ー

ま
で

、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

受
付
時
間

午
前
9
時
I
午
後
5

時
(
士
曜
日
は
正
午
ま
で
、
臼

曜
・
祝
祭
日
は
除
く
)

登
録
・
問
合
せ
先
消
賢
者
セ
ン
　

タ
ー
　
　
m
1
3
9
2

福

祉

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
悁
み
を
お
持
ち

の
方
に
対
し
、
ベ
テ
ラ
ン
保
ほ
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
興
野
保
育
園

茜
新
井
本
町
4
一
1
9
-
2
3

膕
3
2
0
0
)
・・縊
週
月
・

上
曜
日

▽
親
隣
館
傑
育
園
(
梅
m
4
-
　

昂

。6
　
祕
3
8
6
0
)
…

毎
週
水
・
金
曜
日

滋
時
間
は
い
ず
れ
も
、午
前
9
時
～
　

午
後
5
時
。

相
談
方
法

面
接
ま
た
は
電
話

問
合
せ
先

児
童
福
祉
係

内
職
者
を
お
求
め
の

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

内
職
補
導
所
で
は
、
内
職
提
供

事
業
主
、
お
よ
び
内
職
希
望
者
の

た
め
の
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
笑
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
内
職
希
望
考
に
対
し
内

職
の
求
人
が
少
な
ぐ
、
希
望
者
の

要
望
に
十
分
に
応
じ
ら
れ
な
い
状

態
で
す
。

簡
単
な
手
仕
事
等
の
内
職
者
を

お
求
め
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
連
絡
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す

。く
わ
し
く
は
、内
職
補
導
所
(
　

齧
7
3
4
6
)

へ

。

■
3

月
の
献
血
日
程
■

3
月
の
献
血
日
搾
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

問
合
せ
先

葛
飾
赤
卜
字
血
液
セ

ン
タ
ー
(
　
図
5
7
0
1
)
、ま

た
は
区
・
保
健
予
防
係

● 賢付畤闢は、午前10畤～　午後3鬨3吩( 昼食、休黻　

時 伺は 除く)

ひ
ろ
ば

=
講
演
会
=

●
「障
暼
児
の
家
族
と
地
域
」

3
月
8
日
(
土
)
、午
後
1
時
～
　

5
時
/
う
め
だ
あ
け
ほ
の

学
園
2
階
ホ
ー
ル
/

講
師
は

大
野
智
也
氏
と
松
友
了
氏
/

無
料
/

▽
う
め
だ
あ
け
ぼ
の

学
園
　
8
4
8
1
1
9
0

=
講
習
会
=

●
着
物
着
付
教
室
卒
業
・

入
学
の
帯
結
び
/
2
月
2
5

日
、
3
月
4
日
、
午
前
1
0
時～
　

正
午
/
左
野
社
会
敦
育
館
/

無
料
/

▽
芙
蓉
会
(
皈
越
)

刪
2
8
1
6

=
募
集
=

●
お
茶
の
間
籐
編
み
さ
1
く

る

毎
月
第
1

・
3

火
曜

日
、
午
前
1
0時
I
正
午
/
吉

沢
宅
(
西
新
井
)
/

入
会
金
3

千
円
、
月
額
2
千
円
(
材

料
費
別
)
/

▽
吉
沢
雲
脚
2

●
足
立
合
気
会
合
気
道
(
初

心
者
)

毎
週
月
・
水
曜
日
、

少
年
(
4

年
生
以
上
)
・
:午

後
6
時
I
7

時
、
お
と
な
'
:

午
唆
7
時
～
8
時
3
0分
/
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
柔
道

場
/
少
年
・
:入
会
金
、
月
額

と
も
千
沺
円
、
お
と
な
・・入

会
金
、
月
額
と
も
2
千
円
/

▽
田
口
　
咄
3
1
2
5

●
ジ
ャ
ズ
体
操
▽
毎
週
火

曜
日
、
團
午
前
1
0
時
I
H
時

▽
木
曜
日
、
剛
午
前
1
0
時
1

1
1
時
、
順
1
1
時
～
　
正
午
/
花

畑
セ
ン
タ
ー
/
1
8
歳
以
上
の

女
性
(
初
心
者
歓
迎
)
/

入

会
金
千
円
、
月
額
千
5
0
0円/

直
接
会
場
へ
/

▽
阿
部
　
巍
8
6
6
9

●
扇
新
体
操
教
室
(
小
学
生
)

毎
週
木
曜
日
、午
後
5
時
I

6
時
/
扇
小
学
校
体
育
館
/

講
師
は
金
井
ム
ツ
子
さ
ん

/
入
会
金
峩
円
、月
額
2
千

円
/
▽
森
田
　
翻
1
7
7
5
@

投
稿
先

広
報
課
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参
加
し
ま
せ
ん
か

催
し物

――区
民みんなの願い

下水道の完全普及――
下水道展・下水処理場見学会

区
で
は
現
在
、
下
水
道
早
期
完

全
普
及
を
め
ざ
し
、
都
と
協
力
し

て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

。
そ
こ

で

、
区
民
の
皆
さ
ん
に
下
水
道
串

業
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
工
事
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
。

次
の
と
お
り
下
水
褞
辰
と
下
水
処

理
場
見
学
会
を
閧
催
し
ま
す
。

【
下
水
通
脛
】

日
時
3
月
1
3
日
(
木
)
～
　
1
6
日
　
(

日
)
、午
前
1
0
時
～
　
午
後
4
時

堤
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

内
容

▽
パ
ネ
ル

、
幎
型
・
器
具

な
ど
の
展
示

▽
ビ
デ
オ
放
映

▽
下
水
道
な
ん
で
も
相
談

※
ご
来
場
の
方
に
は
粗
品
を
進
呈
　
(

先
杵
順
、数
に
制
限
あ
り
)

主
催

足
立
区

後
援

都
下
水
道
局
、
足
立
竹
工

事
業
協
同
絎
台

【
甲
川
処
理
場
見
学
会
】

日
時
3
月
1
6
日
百
)
、午
後
1
　

時
～
　
1
時
(
予
定
)

集
合
午
後
0
時
3
0
分
、下
水
道
　

展
会
場
(
専
用
バ
ス
で
処
理
場

ま
で
往
復
)

定
員
5
0
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
下
水
道

展
会
場
で
受
け
付
け

申
込
・
問
合
せ
先

土
木
部
計
画
　

調
整
課
下
水
道
計
回
調
塵
掴
当

東
部
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

ご
家
族
で

、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
催
し
で
す
。

日
時
2
月
2
8
日
(
金
)
I
3
月
　

2
日
(
日
)
、午
前
9
時
～
　
午
後
　

4
時
3
0分

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

内
容

児
童
・
婦
人
・
老
人
の
作

品
展
示
、親
子
映
画
(
ア
ド
ベ
　

ン
チ
ャ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
)
、音
　

楽
・
踊
り
・
人
形
劇
の
発
表
、

手
作
り
品
の
即
売
、お
茶
席
(
2
　

日
)
ほ
か

問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ
ー

6
0
5
7
1
0
1

小
学
校
心
障
学
級

連

合

学

習

発

表

会

区
内
の
1
7の
小
学
校
に
設
置
さ

れ
て
い
る
心
障
学
級
の
日
頃
の
学

習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時
2
月
2
8
日
(
金
)
、午
前
9
　

時
～
　
午
後
1
時
3
0
分

場
所

産
業
振
興
館

内
容

▽
舞
台
で
の
リ
ズ
ム
・
劇

な
ど
の
発
衣

▽
桧
圃

、工
作
、

手
芸
な
ど
の
作
品
展
示

問
合
せ
先

教
育
委
八
会
指
導
室

講

演

会

都
市
と
民
俗
―
私
た
ち
の
街
と

暮
ら
し
を
た
ず
ね
て
―

日
時
2
月
2
2
日
(
土
)
、午
後
2
千
住
宿
民
俗
誌
』
の
著
者
)
　

時
～
　
4
時
定
員
3
0
名
(
先
着
順
)

場
所
佐
野
セ
ン
タ
ー
申
込
方
法
電
話
ま
た
は
窓
口

調
師
佐
々
木
美
智
了
氏
(
日
本
申
込
・
問
合
せ
先
佐
野
図
書
館
　

民
俗
学
会
会
U
、召
光
衝
道
・
　

回
3
2
7
5

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
講
習
会

日
時
3
月
1
0
・
1
1
・
1
2
・
1
4
日
　
(

4
日
間
)
、
午
筏
6
時
3
0
分
I
　

8
時
3
0分

鳩
所

中
央
本
町
体
育
館

対
象

満
1
6
歳
以
h

の
区
内
律

住
・
在
動
・
在
学
者

定
員
・
費
用
8
0
名
(
申
し
込
み
　

多
数
の
場
合
は
抽
選
)
、
無
料

申
込
力
法
・
期
限
往
復
(
ガ
キ
　

に
住
所
、
氏
气

生
年
月
日
、

電
話
番
り
、
職
業
、
お
よ
び
「
バ
　

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
希
望
」
と
記
人
　

の
上
郵
送
2
月
2
8
日
(
当
日
　

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
体
育
課
(
〒

凶
千
住
1
-
'
4
-
-
1
8
)

学
校
給
食
運
営
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

―

委

託
対
象
校
は

、

小
学

校

4
校、

中
学
校

3
校

先
に
り一
月
5
日
呀
の
「
あ
だ

ち
広
報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
r
学
校
給
食
巡
麓
の
一
部
変

更
」
の
民
間
委
託
の
対
象
校
が

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

A
小
学
校
V

了

々
第
一
小

学
校

V
千
4

第
六
小
学
校

V
元
宿
小
学
校

▽
舎
人
第
一
小
学
校
(
新
設
校
)

A
中
学
校
V

▽
第
二
中
学
校

▽
第
卜
六
中
学
校

▽
入
谷
南
中
学
校
(
新
設
咬
)
　

こ
れ
ら
の
学
校
に
つ
い
て

は
、
現
在
あ
る
調
理
施
設
を
使

っ
て
、
調
理
業
務
を
民
間
の
人

に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

委
託
す
る
業
'
。に
つ
い
て

は
、
現
在
、
定
着
し
て
い
る
手

作
り
給
食
を
続
け
て
い
く
た
め

に
、
学
校
給
食
に
麗
解
の
あ
る
9

良
な
業
者
を
選
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、「
民
間
委
託
業
者
選

考
委
n
会
」
を
教
育
委
G
会
牢

務
Q
内
部
に
設
俳
し
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

A
教
育
委
員
会
学
務
第
二
課
v

区
民
氷
上
運
動
会

日
時
3
月
9
日
(
日
)
、
午
前
8
　

時～
　
H
時

場
所

松
戸
サ
ー
T
ラ
ン
ド

内
容

だ
れ
に
で
も
で
き
る
や
さ

し
い
ゲ
ー
ム
と
自
由
附
走

参
加
費
崩
円
(
貸
靴
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先
体
育
課
ま
た
　

は
区
ス
ケ
ー
ト
連
盟
(
長
谷
部
)
　
　

8
8
1
9
0
6
5

名
作
映
画
会

一一 早春「寅さ ん」 スペシャル一一 一

男 はつらいよ
旅 と女と寅 次郎

口笛を吹く寅次郎

3月8日(土)
産業 振興館
-
( 区役所となり)

(
入
れ
替
な
し
)

入場 料300円…公社文化施設
で取扱中

間a1! 先産業振興館　88M668

募 集します
都民体育大会
春 季 大 会

足
立 区 予 選会

□
テ
ニ
ス
(
硬
式
)
の
都

日
時
3
月
2
3
日
・
　

3
0
日
(
予
備
日
4
　

月
6
日
)
、午
前
9
　

時
～
　
午
後
6
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
庭
球

場
他

競
技
種
目

男
女
シ

ン
グ
ル
ス

資
格

区
内
在
住
、

在
動
の
方
(
高
校
　

生
以
下
を
除
く
)

費
用
1
名
千
円
　
　
(

当
日
会
場
で
納
　

め
て
下
さ
い
)

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
　

住
所
、
氏
名
、
職
業
、
裝

技
種
目
を
記
入
の
上
郵
送

申
込
期
限
2

月
2
7日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
浦
中
和
　

夫
(
〒
1
2
1
竹
の
塚
4
1
3
　

-
2
5
j
3
0
5
　
捌
5
5
3
　

6
)

第
1
5

期
区
民
大

学

企

画

委

員

区
民
大
学
の
企
画
に
穆
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

。
活
気
的
な
意
兒
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

「
手
作
り
の
教
育
を
求
　

め
て
」

日
程
3
月
4
・
7
・
1
5
・
2
0
・
2
5
　

日
、
午
後
6
時～
　
8
時
3
0
分

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

対
象
区
内
在
住
・
在
動
の
成
人

定
員
1
0
名
程
度
(
ら
募
者
多
数
　

の
場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
住
　

所
、氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
　

号
お
よ
び
『
区
民
大
学
企
圃
委
　

貝
応
募
』
と
記
入
の
上
郵
送

申
込
期
限
2
月
2
5
日
(
当
日
消
　

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
文
化
係
(
〒
　

1
2
0
予
庄―
-
4
1
1
8
)

勤
労
青

少
年

寮

入

寮
者

名
称
・
場
所
勤
労
青
少
年
寮
　
(

千
庄
桜
木
2
-
1
5
1
1
-
-
1
0
1
)

施
設
内
容
居
室
(
個
室
1
1
・
7
　

平
方
　
)
ほ
か

入
寮
資
格

▽
都
内
の
中
小
企
業

に
動
務
す
る
年
齢
1
5
歳
以
上
2
8

歳
未
満
の
単
身
男
子
使
用
料
月
額
5
千
1
0
0
円
(
電
気
　

▽
申
し
込
み
日
前
3
ヵ
月
の
平
・
ガ
ス
・
水
道
料
別
)

均
月
収
が
1
5
万
円
以
下
申
込
用
紙
動
労
福
祉
係
ま
た
は

入
寮
予
定
人
員
若
干
名
(
申
込
動
労
青
少
年
寮
に
あ
り
ま
す
　

多
数
の
場
合
は
抽
選
)
申
込
・
問
合
せ
先
動
労
福
祉
係

5
月
の

行
楽
に
ど

う

ぞ

湯
河

原
・

伊
豆

高

原

「

あ
だ
ち
莊

」

‘
5月
利
用
に
つ
い
'
↑ほ

、

ま
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
。

左
纛
の
と
お
り
で
T

。
申
し

電
話
等
で
確
認
の
弓
え
申
し

込
み
は
、
L
保
養
所
I
グ
ル

込
み
く
だ
さ
い
。

I
ブ
、
(
ガ
キ
ー
枚
に
限
り
な
お
湯
河
原
「
あ
だ
ち
荘
」

ま
す
。
ま
た
、
空
窒
が
あ
る

は
、
3
月
分
に
空
寮
が
あ
り

場
合
は
、
利
用
a
の
I
B

前

ま
す
。

公

社
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

仕
一
A

・・・
午
後
5
時
か
ら
1
0時

頃
ま
で
の
受
付
・
軽
作
業

B
…
温
水
プ
ー
ル
の
ラ
イ
フ
ガ
　

ー
ド
(
土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
　

り
)

対
象

満
1
8歳
以
L
の
方

人
数
A

・・・
1
0名
程
度

B
:
書
干
名

勤
務
先
A
…
動
労
福
祉
会
館
・
　

社
会
教
育
館
(
5
ヵ
所
)
等
の
　

公
社
各
施
設

B
…
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

採
用
3
月
以
降
(
6
ヵ
月
回

時
給
A
・
:
伽
円
～
　
鵺
円

B
…
6
3
0円1
7
8
0円

申
込
方
法
2
月
2
0
日
～
　
2
3
日
ま
　

で
に
、
一一一
括
で
面
接
日
を
予
約

し
て
ぐ
だ
さ
い

問
合
せ
先

公
社
総
務
課

8
5
9
8
2
1
1

申
請
は
お
済
み
で
す
か

私
立
幼
稚
園
等
の
園
児
保
護
者
に

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

補
助
金
申
謂
の
範
叨
日
が

迫
っ
て
い
ま
す
の
で

、
申
請

を
ま
だ
す
ま
せ
て
い
な
い
保

護
者
の
方
は
、
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、前
期
分
(
昭
和
6
0

年
4
月
～
　
9
月
ま
で
)
の
申

請
も
れ
の
方
も
期
限
ま
で
に
‘

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
3
月
5
日
(
水
)

※
郵
送
に
よ
る
申
請
は
、
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

個
人
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
印
か
ん
(
朱
肉
使
用
の
も
　

の
)

V
園
児
在
甬
証
明
書
(
区
所
　

定
の
も
の
)

▽
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
　
　
(

郵
便
局
不
可
)

申
請
・
問
合
せ
先

教
育
委

員
会
幼
児
教
育
係

掲
示
板

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助
を
共

に
考
え
る
つ
ど
い

日
時
2
月
2
1
日
(
金
)
、乍
　

陂
1
時
3
0
分
～
　
3
時
3
0
分

場
所
竹
の
塚
社
会
教
町
館

講
師
吉
沢
英
子
氏
(
東
洋
　

大
学
教
授
・
東
京
ボ
ラ
ン
　

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
)

テ
ー
マ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

現
状
と
の
ぞ
ま
し
い
方
向

主
催
・
問
合
せ
先

足
立
区

社
会
福
祉
協
議
会
雲
脚
―

石
5
0

□
引
越
相
談
所
の
関
催

日
時
2
月
2
2
日
、午
前
1
0
　

時
～
　
午
唆
6
時
、2
3
日
、

午
前
1
0時
I
午
後
4
時

堝
所
L

野
駅
広
小
路
囗

主
催

東
京
北
鉄
道
管
理
局

問
合
せ
先

隅
田
川
貨
物
営

業
所

霑
廝
8
3
8
4

□
心
臓
病
児
を
も
つ
親
の
つ

ど
い
(
費
用
無
料
)

日
時
3
月
9
日
(
日
)
、午
　

前
1
0
時
～
　
午
後
4
時

場
所
全
国
労
音
会
館
(
千
　

代
田
区
西
神
田
3
-
9
1
　

1
0
)

内
容

講
演

「
日
常
生
活
と

医
僚
相
談
」

問
合
せ
先

都
・
衛
生
祕
毋

子
衛
生
課
魯
2
1
2
3
8
3
5

□
所
得
税
の
無
料
申
告
相
談

左
表
の
と
お
ひ
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

税
理
士
会
足
立

支
部
　

唹
9
4
1
7
　

西
新
井
支
部
　

脚
4
6

U. A. 240. 000


